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このドキュメントの使用法

このセクションでは、製品情報、ドキュメントとフィードバック、およびドキュメ
ントの変更履歴を示します。

■ 5ページの「ドキュメントとフィードバック」
■ 5ページの「このドキュメントについて」
■ 6ページの「変更履歴」

ドキュメントとフィードバック
Oracle Hardware Management Packの関連ドキュメントには次のようなものがありま
す。

ドキュメント リンク

すべてのOracle製品 http://www.oracle.com/documentation

Oracle Hardware Management
Pack

http://www.oracle.com/pls/topic/lookup?ctx=ohmp

Oracle ILOM http://www.oracle.com/goto/ILOM/docs

このドキュメントについてのフィードバックは次からお寄せください。

http://www.oracle.com/goto/docfeedback。

このドキュメントについて
このドキュメントは、PDFとHTMLの両形式で利用でき、ソフトウェアバージョン
2.2.xに関連しています。ソフトウェアバージョンの間の相違が言及されていま
す。トピックに基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるた
め、章、付録、およびセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェア設置やプロダクトノートなど)に関するすべての情報
が含まれる PDFを取得するには、ページの左上にある PDFボタンをクリックしま
す。
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変更履歴
このドキュメントセットには次の変更が加えられています。

■ 2010年 9月、初版発行。
■ 2011年 1月、『インストールガイド』および『Management Agentユーザーズガイ
ド』を改訂。

■ 2011年 7月、ドキュメントURLを改訂。
■ 2011年 9月、ソフトウェアバージョン 2.2に合わせて改訂。グラフィックインス
トーラの変更点を記載。

■ 2011年 11月、Oracle Solaris OS 11のインストールに関連する情報とインストール
の前提条件に関連する情報を統合するために改訂。

■ 2012年 1月、バージョン 2.2.1に対する変更点、EmulexおよびQLogicファイバ
チャネルコントローラのサポート、および新しいパッケージ名を反映して、ソフ
トウェアパッケージのすべての依存関係を説明するために改訂。

■ 2012年 3月、Mellanox InfiniBandのサポートなど、バージョン 2.2、2.2.1、および
2.2.2のすべてのパッケージの内容を含めるために改訂。

■ 2013年 2月、インストール中の ILOMトラッププロキシの構成、ホストと ILOM
の相互接続の正しい用語、Windowsへのセキュリティー証明書のインストールに
関する情報、ubiosconfigのプラットフォームサポートの改善など、バージョン
2.2.5の変更点を含めるために改訂。

■ 2013年 4月、Windowsへの itpconfigのインストール、Oracle Solaris 10および Linux
の依存関係での手動による構成手順の改善など、バージョン 2.2.6の変更点を含め
るために改訂。

■ 2013年 7月、グラフィックインストーラを使用したOracle Solaris 11 OSへのインス
トール、Oracle VMのサポート、Linuxの依存関係の名前変更など、バージョン
2.2.7の変更点を含めるために改訂。

変更履歴
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Oracle Hardware Management Packインス
トールガイドの概要

次の表に、このドキュメントの内容を示します。

説明 リンク

Oracle Hardware Management Packの概要 9ページの「Oracle Hardware Management Packの
概要」

ホストと ILOMの相互接続を有効にする 15ページの「ホストと ILOMの相互接続の有効
化」

Oracle Hardware Managementインストーラを使用
してOracle Hardware Management Packコン
ポーネントをインストールする

19ページの「Oracle Hardware Management Pack
インストーラを使用したコンポーネントのイン
ストール」

オペレーティングシステムに固有のコマンドを
使用してOracle Hardware Management Packコン
ポーネントをインストールする。

49ページの「コンポーネントの手動インス
トール」

Oracle Hardware Management Packコンポーネン
トを有効にするために必要なドライバをインス
トールする。

65ページの「ドライバの手動インストール」

7



8



Oracle Hardware Management Packの概要

このセクションでは、Oracle Hardware Management Packコンポーネントの概要および
Oracleサーバーでの使用方法について説明します。

Oracle Hardware Management Pack (Hardware Management Pack)は、Oracleサーバーの
管理および構成に役立つツールを提供します。Hardware Management Pack
は、サーバーにインストールするコンポーネントで構成されています。これらのコ
ンポーネントでは、次のことが可能です。

■ オペレーティングシステムレベルで管理エージェントを使用すると、簡易ネット
ワーク管理プロトコル (SNMP)を介したOracleハードウェアの帯域内モニタリン
グが可能になります。この情報を使用して、Oracleサーバーをデータセンター管
理インフラストラクチャーに統合できます。

■ コマンド行ツールを使用して、サーバーで BIOS、UEFI BIOS、RAIDボ
リューム、およびOracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)サービスプロセッサ
を構成します。

■ コマンド行ツールを使用して、サーバーコンポーネントのファームウェアを
アップグレードします。

■ コマンド行ツールを使用して、ハードウェア構成情報とOracleサーバーのス
テータスを表示します。

■ コマンド行ツールを使用して、ホストと ILOMの相互接続を介して SNMPト
ラップをOracle ILOMサービスプロセッサから転送する ILOMトラッププロキシ
を構成します。

■ コマンド行ツールを使用して、Oracle Solarisオペレーティングシステムが稼働す
るサポート対象サーバーでゾーン作成を構成します。

■ IPMItoolを使用して、IPMIプロトコルを使用してサーバーサービスプロセッサに
アクセスし、管理タスクを実行します。

このガイドでは、Hardware Management Packコンポーネントの概要およびインス
トール方法について説明します。Hardware Management Packコンポーネントの構成お
よび使用方法の詳細については、次を参照してください。

■ 『Oracle Server Management Agentsユーザーズガイド』
■ 『Oracle Server CLIツールユーザーズガイド』

Hardware Management Packの機能についての詳細は、次を参照してください。
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■ 10ページの「Oracle Server Management Agents」
■ 12ページの「Oracle Server CLIツール」
■ 12ページの「IPMItool」
■ 12ページの「IPMIflash」
■ 13ページの「ホストと ILOMの相互接続」

Oracle Server Management Agents
Oracle Server Management Agentsは、オペレーティングシステム固有のエージェント
を提供して、Oracleサーバーの管理と構成を可能にします。

Oracle Server Management Agentsが提供するソフトウェアは次のとおりです。
■ Oracle Server Hardware Management Agent
■ Oracle Server Hardware SNMP Plugins
■ itpconfig。Oracle ILOMサービスプロセッサによって生成されたトラップを、ホス
トと ILOMの相互接続を介して転送できます。

Oracle Server Hardware Management Agent
Oracle Server Hardware Management Agent (Hardware Management Agent)および関連する
Oracle Server Hardware SNMP Plugins (Hardware SNMP Plugins)は、オペレーティングシ
ステムのネイティブエージェントを使用して、サーバーとサーバーモジュールの
ハードウェアをモニターおよび管理する方法を提供します。この帯域内機能で
は、Oracle Integrated Lights Out Manager (ILOM)サービスプロセッサの管理ポートを
ネットワークに接続することなく、サーバーとブレードサーバーモジュールのモニ
タリングに単一の IPアドレス (ホストの IP)を使用できます。

Hardware Management AgentおよびHardware SNMP Pluginsは、Oracleサーバーのホス
トオペレーティングシステム上で稼働して、Oracle ILOMサービスプロセッサと通信
します。hwmgmtdというHardware Management Agentデーモンは、サーバーの現在の
状態に関する情報を取り込むためにサービスプロセッサを定期的にポーリングしま
す。Hardware Management Agentは、キーボードコントローラスタイル (KCS)インタ
フェースまたはホストと ILOMの相互接続のいずれかを介して、サービスプロ
セッサにハードウェア情報をポーリングできます。この情報は、Hardware
Management AgentがHardware SNMP Pluginsを介して提供します。

また、Hardware Management Agentでは、サービスプロセッサに格納されているシス
テムイベントログ (SEL)レコードを読み取って、センサーとインジケータの読み取り
値を提供します。SELは、しきい値を超過した温度などのハードウェアイベントを記
録するために使用されます。Hardware Management Agentは、サービスプロセッサの
SELレコードおよびホストオペレーティングシステムの syslogを読み取り、OSネイ
ティブの SNMPデーモンを使用して適切な SNMPトラップを送信します。最終的
に、Hardware Management AgentもHardware Management Agentのステータスに関する
情報を含む別個のログを維持するため、トラブルシューティングに使用できます。

Oracle Server Management Agents
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注 –以前のバージョンのHardware Management Packには独立した Storage Management
Agentが含まれていましたが、Oracle Hardware Management Pack 2.1以降、Storage
Management AgentはHardware Management Agentの機能と統合されました。

Oracle Server Hardware SNMP Plugins

Oracle Server Hardware SNMP Pluginsは、Net-SNMPプラグインで構成されます。この
プラグインは、Oracleサーバーを効果的にモニターできるように設計されたハード
ウェア固有の管理情報ベース (MIB)のコンパイルされたバージョンです。

sunHwMonMIBは、サーバー上のセンサーとアラームの状態を示し、次の情報を提供
します。

■ システム全体のアラームのステータス
■ デバイスタイプごとの集合アラームのステータス
■ FRUアラームのステータス
■ センサー、センサーの種類、センサーの読み取り値、およびセンサーのしきい値
のリスト

■ インジケータの状態
■ システムロケータ制御
■ 基本製造情報を含むインベントリ
■ 製品およびシャーシのインベントリ情報 (シリアル番号やパーツ番号など)
■ 各センサーのアラームのステータス

sunHwTrapMIBは、Oracleサーバーで生成される可能性があるハードウェアイベント
のトラップ一式を示します。ここでは、次の情報について説明します。

■ サーバーの環境状態に影響を与える状態 (温度、電圧、現在の範囲外状態など)
■ サーバーのハードウェアコンポーネントに影響を与えるエラー状況 (FRUの挿入
や取り外し、セキュリティー侵入通知など)

sunStorageMIBは、システムストレージに関する次の情報を提供します。

■ 基本製造情報、プロパティー、コントローラのアラームのステータス
■ ディスクのプロパティーとアラームのステータス
■ RAIDボリュームのプロパティーとアラームのステータス
■ 論理コンポーネントのステータス

itpconfig

itpconfigツールを使用すると、ホストと ILOMの相互接続を介してトラップをOracle
ILOMベースのサービスプロセッサから送信して、構成可能な宛先にホスト

Oracle Server Management Agents
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サーバーからトラップを転送するようトラッププロキシを構成できます。ま
た、itpconfigでは、最新のOracleサーバーで使用可能なホストと ILOMの相互接続
を有効または無効にできます。

Oracle Server CLIツール
Oracle Server CLIツール (CLIツール)は、Oracleサーバーを構成するコマンド行イン
タフェースツールです。CLIツールは次で構成されます。

■ BIOSconfigでは、前の世代のサーバーで検出されたサーバーの BIOS設定を構成で
きます。

■ FWupdateでは、サーバーコンポーネントのファームウェアをアップグレードで
きます。

■ HWmgmtcliでは、ハードウェア構成情報とOracleサーバーのステータスを表示で
きます。

■ ILOMconfigでは、Oracle ILOMを構成して、さらにホストと ILOMの相互接続設
定を構成できます。

■ RAIDconfigでは、サーバーでRAIDボリュームを構成できます。
■ UBIOSconfigでは、最新のOracleサーバーで検出されたサーバーのUEFI BIOSを
構成できます。

■ ZoningCLIでは、16ディスクバックプレーン (SAS-2エクスパンダ)を搭載した
Oracle SPARC T3-1プラットフォームを、2つのゾーンに分割してOracle Solaris OS
を実行するように構成できます。

IPMItool
IPMItoolは、IPMIプロトコルをサポートするデバイスの管理および構成を行うこと
ができるコマンド行アプリケーションです。IPMItoolの 1つのバージョン
が、Hardware Management Packの一部として提供されます。システムに IPMItoolがま
だインストールされていない場合は、インストールできます。IPMItoolの詳細は、
http://ipmitool.sourceforge.net/を参照してください。

IPMIflash
IPMIflashは、Oracle ILOMサービスプロセッサファームウェアおよび BIOSを管理
ネットワーク経由でリモートで更新するか、サーバーからローカルで更新するため
の代替方法を提供するコマンド行アプリケーションです。IPMIflashの 1つの
バージョンが、Hardware Management Packの一部として提供されます。システムに
IPMIflashがまだインストールされていない場合は、インストールできます。この

Oracle Server CLIツール
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ユーティリティーは、Oracle Solaris、Linuxベース、およびWindowsオペレーティン
グシステムで使用できます。IPMIflashユーティリティーを使用したOracle ILOM
ファームウェアの更新の詳細情報と手順については、Oracle Integrated Lights Out
Manager (ILOM) 3.1 SNMPおよび IPMIの手順ガイドを参照してください。

ホストと ILOMの相互接続
ホストと ILOMの相互接続は、最新のOracleサーバーでの新機能であり、Oracle
ILOMサービスプロセッサとホストサーバー間の高速な内部相互接続を提供しま
す。これは、Management Packバージョン 2.1以降でサポートされます。

詳細は、15ページの「ホストと ILOMの相互接続の有効化」を参照してください。

ホストと ILOMの相互接続
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ホストと ILOMの相互接続の有効化

Oracle ILOM 3.0.12以降、ホストと ILOMの相互接続と呼ばれる通信チャネルが追加
され、サーバーへのネットワーク管理接続 (NET MGT)を使用せずにホストオペ
レーティングシステム (OS)がOracle ILOMとローカルに通信することが可能になり
ました。ホストと ILOMの相互接続は最新のOracleサーバーで使用可能であり、次
のOracle ILOMタスクをローカルに実行するときに特に役立ちます。

■ 通常はサーバーのネットワーク管理 (NET MGT)接続を通じてコマンド行インタ
フェース、Webインタフェース、または IPMIインタフェースから実行す
る、Oracle ILOMのすべてのサーバー管理機能。

■ 通常はホストから IPMIフラッシュツールを使用してキーボードコントローラス
タイル (KCS)インタフェース上で実行する、Oracle ILOMへのファームウェア
アップグレードなどのすべてのデータ転送。このようなタイプのサーバー管理環
境では、ホストと ILOMの相互接続を使用すると、従来のKCSインタフェースを
使用する場合よりも信頼性を高めることができ、データ転送速度も上がる可能性
があります。

■ サーバーにインストールされたOracle対応のソフトウェアツールおよび
エージェントを使用して通常はホストオペレーティングシステムから実行す
る、今後のすべてのサーバーモニタリング操作と障害検出操作。

注 – Oracle Hardware Management Packでは、この機能は「ホストと ILOMの相互接
続」と呼ばれます。Oracle ILOMインタフェースでは、この機能は「ローカルホ
スト相互接続」と呼ばれます。

ホストと ILOMの相互接続を通じたプラットフォームサーバーサポート
と ILOMアクセス

ホストと ILOMの相互接続をサポートするOracleサーバーは、内蔵 LAN-over-USBデ
バイスがインストールされた状態で提供されます。

ホストと ILOMの相互接続は、Oracle ILOMサービスプロセッサ (SP)接続ポイントお
よびホストオペレーティングシステム (OS)接続ポイントと呼ばれる 2つのネット
ワーク接続ポイントを提供します。ホストと ILOMの相互接続が機能するために
は、ルーティングの宛先とならない IPv4アドレスがそれぞれに必要で
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す。ルーティングの宛先とならない IPv4アドレスは、外部のインターネット
ユーザーがシステムに移動するのを防ぐセキュリティー保護されたプライベートア
ドレスと考えられています。

注 –デフォルトで、Oracleは各接続ポイント (Oracle ILOM SPおよびホストOS)に
ルーティングの宛先とならない IPv4アドレスを提供します。Oracleでは、提供され
たルーティングの宛先とならない IPv4アドレスがネットワーク環境で競合しないか
ぎり、これらのアドレスを変更しないことを推奨します。

ホストと ILOMの相互接続の構成オプション

ホストと ILOMの相互接続を自動的に構成するか、手動で構成するかを選択できま
す。これら両方の構成オプションについての詳細を次に示します。

■ 自動構成 (推奨)
Oracle Hardware Management Pack 2.1 (以降)でホストと ILOMの相互接続の接続ポ
イントを自動的に構成するには、Oracle ILOMのローカル相互接続の設定
が「Host Managed」状態である必要があります。ホストと ILOMの相互接続の接
続ポイントを自動的に構成するには、次の作業を行う必要があります。

1. Hardware Management Packをインストールする前に、ローカルホスト相互接続
用にOracle ILOMで提供されるデフォルト設定を受け入れます。

2. Oracle Hardware Management Pack 2.1以降をサーバーにインストールし、ホスト
と ILOMの相互接続用に提供されるインストールのデフォルト設定を受け入れ
ます。

■ 手動構成 (上級ユーザーのみ)
上級のネットワーク管理者がホストと ILOMの相互接続の自動的な構成を希望し
ない場合は、Oracle ILOM SPおよびホストオペレーティングシステムで接続ポイ
ントを手動で構成できます。ホストと ILOMの相互接続の接続ポイントを手動で
構成するには、次の作業を行う必要があります。
■ オペレーティングシステムが、Ethernetを必要とする内蔵 LAN—over—USBデ
バイスを認識することを確認します。ドライバのインストール手順について
は、68ページの「ホストと ILOMの相互接続ドライバのインストール」を参
照してください。

■ 接続ポイントの IPv4アドレスを手動で構成する必要があります。これを行う
には、次の 2とおりの方法があります。
■ itpconfigツールまたは ilomconfigツールを使用して、Oracle ILOMサービ
スプロセッサおよびホストOSでホストと ILOMの相互接続の接続ポイント
を構成します。

■ Oracle ILOMインタフェースを使用して、Oracle ILOMサービスプロセッサ
の接続ポイントを構成し、別途ホスト側の接続ポイントを構成します。

ホストと ILOMの相互接続の有効化
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詳細は、http://www.oracle.com/goto/ILOM/docsにあるOracle Integrated
Lights Out Managerドキュメントコレクションを参照してください。

ホストと ILOMの相互接続の有効化
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Oracle Hardware Management Packインス
トーラを使用したコンポーネントのイン

ストール

19



このセクションでは、付属のOracle Hardware Management Packインストーラを使用し
て、OracleサーバーにHardware Management Packコンポーネントをインストールおよ
びアンインストールする方法について説明します。このセクションでは、次の項目
について説明します。

■ 20ページの「はじめに」
■ 20ページの「ソフトウェアの入手」
■ 21ページの「前提条件」
■ 22ページの「インストールに関する問題」
■ 24ページの「Hardware Management Packコンポーネントのインストール」

はじめに
Hardware Management Packコンポーネントは、次の方法でインストールできます。

■ GUIモード
■ コンソールモード
■ サイレントモード

どのインストール方法を選択した場合でも、Oracle Solaris OSまたは Linuxベースの
オペレーティングシステムの場合は root、Microsoft Windowsの場合はAdministrator
のように、管理者権限を持つユーザーとしてインストールを実行する必要がありま
す。

ソフトウェアの入手
作業を開始する前に、ターゲットサーバーとオペレーティングシステムがサポート
されていることを確認します。サポートされるサーバーの詳細は、次を参照してく
ださい。

http://www.oracle.com/goto/ohmp

この手順では、My Oracle Supportを使用してサーバーのファームウェアとソフト
ウェアをダウンロードする方法について説明します。

▼ My Oracle Supportを使用したファームウェアとソフトウェアのダ
ウンロード

次のサイトにアクセスします。

http://support.oracle.com

My Oracle Supportにサインインします。

1

2

はじめに
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ページ上部にある「パッチと更新版」タブをクリックします。

「パッチと更新版」画面が表示されます。

「検索」画面で、「製品またはファミリ (拡張検索)」をクリックします。
画面に検索フィールドが表示されます。

対象製品のフィールドで、製品名の全体または一部を入力し、一致する名前のリス
トが表示されたら該当する製品を選択します。

■ 最新のHardware Management Packを検索するには、「Hardware Management
Pack」と入力します。

■ 特定のサーバー用のファームウェアを検索するには、製品名 (Sun Server X2–8など)
を入力します。

「リリース」フィールドで、ドロップダウンリストからソフトウェアリリースを選
択します。

入手可能なすべてのソフトウェアリリースを表示するには、フォルダを展開しま
す。

「検索」をクリックします。

ソフトウェアリリースは、ダウンロード (パッチ)のセットで構成されます。

パッチを選択するには、パッチ名の横にあるチェックボックスのチェックマークを
付けます (複数のパッチを選択可能)。
ポップアップアクションパネルが表示されます。このパネルには複数のアクション
のオプションが表示されます。

パッチをダウンロードするには、ポップアップパネルの「ダウンロード」をク
リックします。

自動的にダウンロードが開始されます。

前提条件
以前のバージョンのHardware Management PackまたはComponent Managerがインス
トールされている場合は、Oracle Hardware Management Packコンポーネントをインス
トールする前にそれらを削除する必要があります。詳細は、インストールされてい
るバージョンのHardware Management Packに付属のドキュメントを参照してくださ
い。

3

4

5

6

7

8

9

前提条件
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サポートされるHardware Management Packコンポーネントはサーバーやオペ
レーティングシステムによって異なるため、インストールするすべてのコンポーネ
ントがターゲットのプラットフォームをサポートしていることを確認してくださ
い。次に進む前に、インストールするバージョンのサポート表を必ず確認しておい
てください。サポート表は次で入手可能です。

http://www.oracle.com/goto/ohmp

ターゲットサーバーのオペレーティングシステムによって、次に示す注意事項があ
ります。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステム - Oracle Server Hardware SNMP Pluginsが正
しく機能するためには、System Management Agent (SMA)が必要です。Oracle
Solaris OSにはデフォルトで SMAがインストールされています。SMAの詳細
は、snmpd(1M)を参照してください。Hardware Management Packコンポーネントの
インストールは、大域ゾーンで実行する必要があります。Oracle Solaris 10で
は、biosconfigは大域ゾーンのみにインストールできます。Hardware Management
Agentが正しく機能するためには、システムにデバイス /dev/bmcが存在している
必要があります。

■ Linuxベースのオペレーティングシステム - Oracle Server Hardware SNMP Pluginsが
正しく機能するためには、Net-SNMPがインストールされている必要がありま
す。Net-SNMPの詳細は、snmpdのドキュメントを参照してください。Hardware
Management Agentが正しく機能するためには、システムにデバイス /dev/ipmi#
(ここで、#は 1つの数字)が存在している必要があります。また、Oracle
サーバーサービスプロセッサとホストオペレーティングシステム間の IPMIイン
タフェースが有効になっていること、および IPMIサービスが起動していること
を確認する必要があります。Hardware Management Agentが正しく機能するために
は、Hardware Management Agentの使用時に、rootユーザーが IPMIデバイスに対
して読み取り/書き込みアクセス権限を持つ必要があります。

■ Windowsオペレーティングシステム - Oracle Server Hardware SNMP Pluginsが正し
く機能するためには、IPMIデバイスがインストールされ、SNMPサービスが有効
になっている必要があります。使用しているWindowsのバージョンで利用可能な
IPMIデバイスについての詳細は、使用しているWindows製品ドキュメントを参
照してください。

インストールに関する問題
Hardware Management Packのインストールを実行する前に、次の注意点を確認してく
ださい。

インストールに関する問題
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注 – Oracle Hardware Management Packリリースノートに、インストールに関する問題
が追加で記載されている可能性があります。Hardware Management Packをインス
トールする前に、次の問題点に加え、リリースノートを確認してください。

Unixインストーラの問題 (CR 6977584)

Oracle Solaris OSまたは Linuxオペレーティングシステムが稼働しているサーバーで
DISPLAY変数が設定されていると、インストーラは異常終了します。この問題を回
避するには、Hardware Management Packをインストールする前にDISPLAY変数の設
定を解除します。

Solarisシステムでインストーラを起動する際にエラーが報告される (CR
6982393)

Oracle Solaris OSシステムでOracle Hardware Management Packインストーラを起動す
ると、次のエラーが表示されることがあります。

./install.bin: !: not found

このエラーは無視することができ、インストーラは正常に起動します。

SUNWCreqクラスタがインストールされた Solarisでインストーラの実
行が失敗する (CR 6982718)

SUNWCreq (コアシステムサポート)メタクラスタがインストールされた、Oracle
Solaris OSが稼働しているサーバーにOracle Hardware Management Packをインス
トールする場合は、事前に SUNWxcu4 (POSIX dfコマンドを含む)をインストールす
るか、次の環境変数を設定する必要があります。

IATEMPDIR=$HOME

Sun Fire X4170 M2が正しい ICH10スロット情報を得るためにはツールと
ドライバのインストールが必要である (CR 6992155)

Windows Server 2008 R2が稼働している Sun Fire X4170 M2システムでは、RAIDconfig
ツールを使用する前に、X4170 M2のツールおよびドライバCDからドライバをイン
ストールします。ドライバをインストールしないと、内部 ICH10コントローラに接
続されているHDDのスロット情報が正しく報告されない可能性があります。

Oracle Hardware Installation Assistantを使用してWindows Server 2008 R2をインス
トールすることでも、この問題を回避できます。

インストールに関する問題
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SUNWipmiがインストールされたOracle Solaris OSサーバーでインス
トールを完了できない (CR 7070692)

Oracle Solaris OS 10が稼働しているサーバーに SUNWipmiがすでにインストールされ
ている場合は、Hardware Management Packを正常にインストールできません。唯一の
回避方法は、control-cを使用して実行中のインストールを中止し、インストールさ
れているバージョンの SUNWipmiを削除したあとで、ふたたびHardware
Management Packのインストールを開始することです。

Oracle Linux 6でGUIモードでインストーラを起動できない (CR 7129501)

Oracle Linux 6でGUIモードのOracle Hardware Management Packインストーラを使用
すると、グラフィカルインストーラを起動できません。これは、libXtst.i686

パッケージがデフォルトでインストールされないためです。GUIモードを使用する
前にこのパッケージをインストールするか、コンソールモードを使用します。

LinuxへのQLogicサポートのインストールに長時間かかる (CR 7115215)

Oracle Hardware Management Packインストーラを使用して LinuxにQLogicサポートを
インストールすることを選択した場合、プロセスに長時間かかることがありま
す。このプロセスをより効率的にするには、QLogicパッケージを手動でインス
トールします。

Hardware Management Packコンポーネントのインス
トール

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 24ページの「GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンイン
ストール」

■ 38ページの「コンソールモードを使用したコンポーネントのインストールまた
はアンインストール」

■ 44ページの「サイレントモードを使用したコンポーネントのインストールとア
ンインストール」

GUIモードを使用したコンポーネントのインス
トールとアンインストール
このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 25ページの「GUIモードを使用してHardware Managementコンポーネントをイン
ストールする方法」

Hardware Management Packコンポーネントのインストール
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■ 33ページの「GUIモードを使用してHardware Managementコンポーネントをアン
インストールする方法」

▼ GUIモードを使用してHardware Managementコン
ポーネントをインストールする方法
■ Oracle Hardware Management PackインストーラでManagement Packコンポーネント
をインストールするには、管理者特権でシステムにログインする必要がありま
す。

■ Hardware Management Packをダウンロードして展開します。20ページの「ソフト
ウェアの入手」を参照してください。

この手順では、ファイルを展開するディレクトリを extract-directoryと記載しま
す。

■ Windows Server 2003 SP2以前では、Sun IPMI System Management Driverを先にイン
ストールする必要があります。65ページの「Sun IPMI System Management Driver
2.1のインストール」を参照してください。それ以外のオペレーティングシステム
には、このドライバが組み込まれています。

■ インストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの依存
関係を満たす必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依存関
係」を参照してください。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムでは、pkgadd(1M)の制限によ
り、Hardware Management Packを展開するパスに空白を含めると、インストール
プロセスを続行できません。

インストーラを起動するには、次のコマンドのいずれかを入力します。

■ Oracle Solaris OSベースのシステムの場合:

SPARCプロセッサ: /extract-directory/oracle-hmp-version/install.sparc.bin

x86プロセッサ: /extract-directory/oracle-hmp-version/install.x86.bin

■ Linuxベースのシステムの場合: /extract-directory/oracle-hmp-version/install.bin

■ Windowsシステムの場合: /extract-directory/oracle-hmp-version/install.exe

スプラッシュ画面が開きます。

始める前に

1

GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインストール
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次のダイアログのいずれかが開いた場合は、適切なアクションを実行します。

■ 次のダイアログが開いた場合は、「Quit」をクリックし、管理者特権でシステム
にログインします。

■ 次のダイアログが開いた場合は、「Quit」をクリックし、以前にインストールさ
れたバージョンのソフトウェアを削除します。

■ 次のダイアログが開いた場合は、「Quit」をクリックし、使用するプロセッサ
アーキテクチャーに対応した正しいソフトウェアバージョンがインストールされ
ていることを確認します。

インストールを続行できる状態になると、「Introduction」画面が開きます。

続行する準備ができたら、「Next」をクリックします。

2

GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインストール
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「Install Set」ドロップダウンメニューから、「Standard」または「Custom」のいずれ
かを選択します。

■ 「Standard」を選択した場合は、「Hardware Management Agents」および「CLI
Tools」コンポーネントが自動的に選択されます。

■ 「Custom」を選択した場合は、「Choose Install Set」画面が開きます。

使用可能なコンポーネントについては、コンポーネント名をクリックします。

「Description」フィールドには、コンポーネントに関する情報が表示されます。

注 –「Fibre Channel support」オプションは、互換性のあるハードウェアが搭載された
サーバーでのみ選択するべきです。サポートされるハードウェアが搭載されていな
いサーバーでこれらのオプションを選択すると、インストールプロセスが遅くなり
ます。

チェックボックスにチェックマークを付けて、インストールするコンポーネントを
選択して、「Next」をクリックします。

3

4

5

GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインストール
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次のダイアログのいずれかが開いた場合は、適切なアクションを実行します。

■ 「OK」をクリックし、「Choose Install Set」画面でHardware Management Agent機
能の選択を解除します。

■ 「Feature Selection」をクリックして、一覧表示される依存関係をインストールし
ます。

6

GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインストール
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「Configure Agents」画面が開きます。

Hardware Management Agentおよび SNMP Agentを選択し、「Next」をクリックしま
す。

注 –「SNMP Agent」を選択する場合は、「Hardware Management Agent」も選択する
必要があります。

次のいずれかを選択します。

■ Hardware Management Agentを選択しなかった場合は、次の手順に進みます。

7

8

GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインストール
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■ Hardware Management Agentを選択した場合は、ILOMトラッププロキシを有効に
することを選択できます。

ILOMトラッププロキシを使用すると、Oracle ILOMサービスプロセッサによって
生成された障害トラップを、ホストと ILOMの相互接続を介してネットワークの
宛先に転送できます。ILOMトラッププロキシを有効にするとき
は、IP、ポート、および宛先が待機している SNMPコミュニティーを構成する必
要があります。

サーバーで新規のホストと ILOMの相互接続がサポートされている場合、インス
トール中に相互接続の構成を選択できます。ホストと ILOMの相互接続の詳細は、
15ページの「ホストと ILOMの相互接続の有効化」を参照してください。

■ ホストと ILOMの相互接続のないサーバーでは、次の手順に進みます。
■ サポートされるプラットフォームでは、「Configure Host-to-ILOM

Interconnect」画面が開きます。

注 – ILOMトラッププロキシが機能するためには、ホストと ILOMの相互接続を有効
にする必要があります。

9

GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインストール
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デフォルトでは、ホストと ILOMの相互接続は無効で、構成されていません。ホス
トと ILOMの相互接続を構成するオプションのいずれかを選択します。

■ 「Configure automatically」オプションを選択する場合は、デフォルトの設定を使
用してホストと ILOMの相互接続が構成されます。

■ 「Configure manually」オプションを選択する場合は、「IP
Address」、「Netmask」、「Host IP Address」の各情報を入力する必要がありま
す。

注 –自動構成が推奨されます。手動構成は上級者向けです。

非大域ゾーンが使用可能なOracle Solaris 10が稼働しているサーバーでは、非大域
ゾーンにインストールするオプションが表示されます。

10

GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインストール
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「Pre-Installation Summary」画面が開き、次の画面のような情報が表示されます。

「Pre-Installation Summary」の情報が正しいことを確認します。

■ 変更するインストール項目がある場合は、該当する画面に戻るま
で「Previous」ボタンをクリックします。

11

GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインストール
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■ 情報が正しい場合は、「Install」をクリックします。

インストールが完了すると、「Install Complete」画面が開きます。

「Done」をクリックしてインストールを完了します。

■ 33ページの「GUIモードを使用してHardware Managementコンポーネントをアン
インストールする方法」

■ 38ページの「コンソールモードを使用したコンポーネントのインストールまた
はアンインストール」

■ 44ページの「サイレントモードを使用したコンポーネントのインストールとア
ンインストール」

▼ GUIモードを使用してHardware Managementコン
ポーネントをアンインストールする方法
■ Oracle Hardware Management PackインストーラでManagement Packコンポーネント
をアンインストールするには、管理者特権でシステムにログインする必要があり
ます。

12

参照
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アンインストーラを起動するには、次のコマンドのいずれかを実行します。

■ Oracle Solaris OSまたは Linuxシステムの場合: /opt/sun-ssm/setup/uninstall

■ Windowsシステムの場合: Program Files\Oracle\Oracle Hardware Management

Pack\setup\uninstall.exe。ここで、Program Filesは、使用しているWindows
バージョンでプログラムが格納されるフォルダです。

スプラッシュ画面が開きます。

次のダイアログが開いた場合は、「Quit」をクリックし、管理者特権でシステムにロ
グインします。

「Uninstall Oracle Management Pack」画面が開きます。

1
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「次へ」をクリックします。

「Uninstall Options」画面が開きます。
3
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「Complete Uninstall」または「Uninstall Specific Features」を選択し、「Next」をク
リックします。

「Uninstall Specific Features」を選択した場合は、「Choose Product Features」画面が開
きます。

4
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インストール時にホストと ILOMの相互接続が有効になっていた場合は、次の画面
が開きます。

「Yes」または「No」を選択し、「Uninstall」をクリックします。

アンインストールする機能を選択し、「Uninstall」をクリックします。

「Uninstall Oracle Hardware Management Pack」画面が開きます。

コンポーネントがアンインストールされると、「Uninstall Complete」画面が開きま
す。

「Done」をクリックします。

■ 25ページの「GUIモードを使用してHardware Managementコンポーネントをイン
ストールする方法」

■ 38ページの「コンソールモードを使用したコンポーネントのインストールまた
はアンインストール」

■ 44ページの「サイレントモードを使用したコンポーネントのインストールとア
ンインストール」

5
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コンソールモードを使用したコンポーネントのイ
ンストールまたはアンインストール
このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 38ページの「コンソールモードを使用してHardware Managementコンポーネント
をインストールする方法」

■ 43ページの「コンソールモードを使用してHardware Management Packコンポーネ
ントをアンインストールする方法」

▼ コンソールモードを使用してHardware
Managementコンポーネントをインストールする
方法
■ Oracle Hardware Management PackインストーラでManagement Packコンポーネント
をインストールするには、管理者特権でシステムにログインする必要がありま
す。

■ Hardware Management Packをダウンロードして展開します。20ページの「ソフト
ウェアの入手」を参照してください。

この手順では、ファイルを展開するディレクトリを extract-directoryと記載しま
す。

■ Windows Server 2003 SP2以前では、Sun IPMI System Management Driverを先にイン
ストールする必要があります。65ページの「Sun IPMI System Management Driver
2.1のインストール」を参照してください。

■ インストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの依存
関係を満たす必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依存関
係」を参照してください。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムでは、pkgadd(1M)の制限によ
り、Hardware Management Packを展開するパスに空白を含めると、インストール
プロセスを続行できません。

■ Windows Serverオペレーティングシステムが稼働しているサーバーでは、ホスト
と ILOMの相互接続のインストール時にセキュリティー証明書をインポートする
必要があります。詳細は、70ページの「セキュリティー証明書をWindows
サーバーでインポートする方法」を参照してください。

サーバーとのコンソールセッションを設定します。

始める前に

1

コンソールモードを使用したコンポーネントのインストールまたはアンインストール

Oracle Hardware Management Packインストールガイド • 2013年 7月38



インストーラを起動するには、次のコマンドのいずれかを入力します。

■ Linuxベースのシステムの場合: /extract-directory/oracle-hmp-version/install.bin
-i console

■ Oracle Solaris OSの場合: /extract-directory/oracle-hmp-version/install.arch.bin -i
console

ここで、archは、使用しているプロセッサに応じて SPARCまたは x86です。

■ Windowsシステムの場合: \extract-directory\oracle-hmp-version\install.exe -i
console

システムによって、次のような出力が表示されます。
Preparing to install...

Extracting the installation resources from the installer archive...

Configuring the installer for this system’s environment...

Launching installer...

Preparing CONSOLE Mode Installation...

===============================================================================

Oracle Hardware Management Pack (created with InstallAnywhere)

-------------------------------------------------------------------------------

===============================================================================

Introduction

------------

InstallAnywhere will guide you through the installation of Oracle Hardware

Management Pack.

It is strongly recommended that you quit all programs before continuing with

this installation.

Respond to each prompt to proceed to the next step in the installation. If you

want to change something on a previous step, type ’back’.

You may cancel this installation at any time by typing ’quit’.

次のように表示されます。
ENTER A COMMA_SEPARATED LIST OF NUMBERS REPRESENTING THE FEATURES YOU WOULD

LIKE TO SELECT, OR DESELECT. TO VIEW A FEATURE’S DESCRIPTION, ENTER

’?<NUMBER>’. PRESS RETURN WHEN YOU ARE DONE:

1- [X] Hardware Management Agents

2- [X] CLI Tools

3- [ ] IPMITool

4- [ ] Emulex Fibre Channel support

2
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5- [ ] QLogic Fibre Channel support

Please choose the Features to be installed by this installer.:

オプション 1と 2はあらかじめ選択されています。選択したオプションを切り替える
には、番号をコンマで区切ったリストを入力します。

たとえば、上記のデフォルトの選択では、「1, 3」と入力した場合、「Hardware
Management Agents」が選択解除され、「IPMITool」が選択されます。

インストールする機能を入力したら、Returnを押します。
次のように表示された場合:
===============================================================================

Dependency requirement for feature selection.

----------------------------------------------

Before installing hmp packages, please resolve these requirements:

Emulex Fibre Channel support requires package(s): elxocmcore

libhbaapi-devel

QLogic Fibre Channel support requires package(s): libhbaapi-devel

1- Exit and resolve the dependencies.

2- Continue and de-select unresolved packages.

いずれかのオプションを選択して Enterを押します。

手順 3での選択に応じて、次の手順に従います。

■ Hardware Management Agentsのインストールを選択しなかった場合は、手順 6に進
みます。

■ Hardware Management Agentsのインストールを選択した場合は、次のように表示
されます。
Configure Hardware Management Agent

-----------------------------------

Start the Hardware Management Agent? This agent’s short name is hwmgmtd.

->1- Yes

2- No

希望する番号を入力するか、Enterキーを押して「Yes」を選択します。

次の画面が開きます。

Configure SNMP Agent

--------------------

Start the SNMP agent? This agent’s short name is snmpd on Linux, sma on Solaris,

and SNMP on Windows.

->1- Yes

2- No

4
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希望する番号を入力するか、Enterキーを押して「Yes」を選択します。

手順 3でHardware Management Agentsのインストールを選択しなかった場合は、手順
10に進みます。手順 3でHardware Management Agentsのインストールを選択した場合
は、ILOMトラッププロキシを構成できます。
================================================================

Configure ILOM Trap Proxy

--------------------------

The ILOM trap proxy enables you to forward traps generated by an Oracle ILOM service

processor to a network destination without having to connect the service processor

to the destination network. When enabling the SNMP trap proxy, you must configure the

IP, port and SNMP community that your destination is listening on.

Do you want to enable ILOM Trap Proxy?

1- Yes

->2- No

障害トラッププロキシを有効にする場合は、「1」を入力します。SNMP障害ト
ラッププロキシを構成するか、デフォルトを受け入れるためのオプションが表示さ
れます。

Destination IP (DEFAULT: 127.0.0.1):

Destination Port (DEFAULT: 162):

Destination Community (DEFAULT: public):

手順 3でCLIツールのインストールを選択しなかった場合は、手順 10に進みます。手
順 3で「CLI Tools」を選択した場合は、次のように表示されます。
Configure Host-to-ILOM Interconnect

-----------------------------------

Configure the Host-to-ILOM Interconnect between the host and ILOM.

This is a high-speed connection that allows fast communication with

ILOM using an internal IP address.

1- Configure automatically

->2- Configure manually

注 –ホストと ILOMの相互接続の詳細は、15ページの「ホストと ILOMの相互接続の
有効化」を参照してください。

デフォルトでは、ホストと ILOMの相互接続は無効で、構成されていません。インス
トール先のサーバーでホストと ILOMの相互接続がサポートされる場合は、次のいず
れかのオプションを選択できます。

希望する番号を入力するか、Enterキーを押して「Configure automatically」を選択し
ます。

6
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1または 3を選択した場合は、手順 11に進みます。「2–Configure manually」を選択
した場合は、次のように表示されます。

Configure Host-to-ILOM Interconnect Manually

--------------------------------------------

Specify the following parameters.

IP Address: (DEFAULT: 169.254.182.76):

Netmask: (DEFAULT: 255.255.255.0):

Host IP Address: (DEFAULT: 169.254.182.77):

「IP Address」、「Netmask」、および「Host IP Address」に適切な値を入力し、Enter
キーを押します。

「Pre-Installation Summary」が開きます。

「Pre-Installation Summary」に表示される情報が正しいことを確認します。

■ 情報が正しくない場合、変更を行う画面に戻るまで「back」と入力します。

■ 画面に表示された情報が正しい場合は、Enterキーを押して先に進みます。

次の画面が開きます。

Ready To Install

----------------

InstallAnywhere is now ready to install Oracle Hardware Management Pack onto

your system at the following location:

Enterキーを押してインストールを開始します。

インストールには約 2分かかります。

■ 43ページの「コンソールモードを使用してHardware Management Packコンポーネ
ントをアンインストールする方法」

■ 24ページの「GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインス
トール」

■ 44ページの「サイレントモードを使用したコンポーネントのインストールとア
ンインストール」

9
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▼ コンソールモードを使用してHardware
Management Packコンポーネントをアンインス
トールする方法
■ Oracle Hardware Management PackインストーラでManagement Packコンポーネント
をアンインストールするには、管理者特権でシステムにログインする必要があり
ます。

アンインストールを開始するには、次のコマンドのいずれかを入力します。

■ Oracle Solaris OSまたは Linuxシステムの場合: /opt/sun-ssm/setup/uninstall -i
console

■ Windowsシステムの場合: Program Files\Oracle\Oracle Hardware Management

Pack\setup\uninstall -i console。ここで、Program Filesは、使用している
Windowsバージョンでプログラムが格納されるフォルダです。

次の画面が開きます。
Uninstall Oracle Hardware Management Pack

-----------------------------------------

About to uninstall...

Oracle Hardware Management Pack

This will remove features installed by InstallAnywhere. It will not remove

files and folders created after the installation.

Enterキーを押します。
次の画面が開きます。
Uninstall Options

-----------------

ENTER THE NUMBER FOR YOUR CHOICE, OR PRESS <ENTER> to select the default.

->1- Completely remove all features and components.

2- Choose specific features that were installed by InstallAnywhere.

Please choose one of the following options:

希望する番号を入力するか、Enterキーを押してすべての機能とコンポーネントを完
全に削除します。

アンインストールが開始されます。アンインストールが完了すると次の画面が開き
ます。
Uninstall Complete

------------------

All items were successfully uninstalled.

始める前に
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Enterキーを押してインストーラを終了します。

■ 38ページの「コンソールモードを使用してHardware Managementコンポーネント
をインストールする方法」

■ 24ページの「GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインス
トール」

■ 44ページの「サイレントモードを使用したコンポーネントのインストールとアン
インストール」

サイレントモードを使用したコンポーネントのイ
ンストールとアンインストール
このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 44ページの「サイレントモードでのインストールのオプション」
■ 45ページの「サイレントモードを使用してHardware Management Packコンポーネ
ントをインストールする方法」

■ 47ページの「サイレントモードを使用してHardware Management Packコンポーネ
ントをアンインストールする方法」

サイレントモードでのインストールのオプション
サイレントモードは、非対話型のインストール方法です。extraction-directoryに移動
し、コマンド行で install.bin (Oracle Solaris OSまたは Linux)または install.exe

(Windows)を実行します。サイレントモードは次の 2つの方法のいずれかで実行しま
す。

■ サイレントインストールは、応答ファイルを指定することで指示できます。応答
ファイルには、インストーラがインストール時に選択するパラメータとプロパ
ティーが定義されています。

次の例に示すように、-rオプションを使用してGUIモードまたはコンソール
モードのインストールを実行することで、事前に応答ファイルを作成できます。

# ./install.bin -i GUI -r /path_to_file/response.txt
応答ファイルを作成したら、次のコマンドを実行し、このファイルを使用して同
一のサイレントインストールを実行できます。

# ./install.bin -i silent -f /path_to_file/response.txt
■ 応答ファイルを指定しない場合は、Management Packコンポーネントのデフォル
トインストールが実行され、インストール後の構成手順は実行されません。デ
フォルトのサイレントインストールを使用すると、IPMItoolを除くすべての
Management Packコンポーネントがインストールされます。

4
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注 – SNMPが構成されていないサーバーには、Management Agentはインストール
されません。以前のバージョンのManagement Packがインストールされている
サーバーの場合、そのソフトウェアがアップグレードされます。ホストと LOM
間の相互接続は、デフォルトでは構成または有効にされていません。

▼ サイレントモードを使用してHardware
Management Packコンポーネントをインストール
する方法
■ Oracle Hardware Management PackインストーラでManagement Packコンポーネント
をインストールするには、管理者特権でシステムにログインする必要がありま
す。

■ Hardware Management Packソフトウェアをダウンロードして展開します。
20ページの「ソフトウェアの入手」を参照してください。
この手順では、ファイルを展開するディレクトリを extract-directoryと記載しま
す。

■ Windows Server 2003 SP2以前では、Sun IPMI System Management Driverを先にイン
ストールする必要があります。65ページの「Sun IPMI System Management Driver
2.1のインストール」を参照してください。

■ インストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの依存
関係を満たす必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依存関
係」を参照してください。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムでは、pkgadd(1M)の制限によ
り、Hardware Management Packを展開するパスに空白を含めると、インストール
プロセスを続行できません。

■ インストールを実行する前に、44ページの「サイレントモードでのインストール
のオプション」を参照してください。

■ Windows Serverオペレーティングシステムが稼働しているサーバーでは、ホスト
と ILOMの相互接続のインストール時にセキュリティー証明書をインポートする
必要があります。詳細は、70ページの「セキュリティー証明書をWindows
サーバーでインポートする方法」を参照してください。

サイレントモードでのインストールプロセスを開始するには、次のコマンドのいず
れかを使用します。

■ Oracle Solaris OSまたは Linuxシステムの場合:

■ 標準的なサイレントインストールを実行する場合:
/extract-directory/oracle-hmp-version/install.bin -i silent

始める前に
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■ 応答ファイルで指示を与えるインストールを実行する場合:

/extract-directory/oracle-hmp-version/install.bin -i silent

-f/path_to_file/response.txt

■ Windowsシステムの場合:

■ 標準的なサイレントインストールを実行する場合:
\extract-directory\oracle-hmp-version\install.exe -i silent

■ 応答ファイルで指示を与えるインストールを実行する場合:

\extract-directory\oracle-hmp-version\install.exe -i silent

-f\path_to_file\response.txt

注 – SNMPが構成されていないサーバーには、Management Agentはインストールされ
ません。以前のバージョンのManagement Packがインストールされているサーバーの
場合、そのソフトウェアがアップグレードされます。

次のような出力が開きます。

Preparing to install...

Extracting the installation resources from the installer archive...

Configuring the installer for this system’s environment...

Launching installer...

Preparing SILENT Mode Installation...

===============================================================================

Oracle Hardware Management Pack (created with InstallAnywhere)

-------------------------------------------------------------------------------

インストールには約 2分かかります。インストールの進行を示す進捗バーが表示さ
れます。

インストールが完了すると次の出力が表示されます。

Installation Complete.

■ 47ページの「サイレントモードを使用してHardware Management Packコンポーネ
ントをアンインストールする方法」

■ 24ページの「GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインス
トール」

■ 38ページの「コンソールモードを使用したコンポーネントのインストールまたは
アンインストール」
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▼ サイレントモードを使用してHardware
Management Packコンポーネントをアンインス
トールする方法
■ Oracle Hardware Management PackインストーラでManagement Packコンポーネント
をアンインストールするには、管理者特権でシステムにログインする必要があり
ます。

サイレントモードでのインストールプロセスを開始するには、次のコマンドのいず
れかを使用します。

■ Oracle Solaris OSまたは Linuxシステムの場合: /opt/sun-ssm/setup/uninstall -i
silent

■ Windowsシステムの場合: Program Files\Oracle\Oracle Hardware Management

Pack\setup\uninstall.exe -i silent。ここで、Program Filesは、使用している
Windowsバージョンでプログラムが格納されるフォルダです。

次の出力が開きます。

Preparing SILENT Mode Uninstallation...

===============================================================================

Oracle Hardware Management Pack (created with InstallAnywhere)

-------------------------------------------------------------------------------

===============================================================================

Uninstalling...

インストールには約 2分かかります。インストールの進行を示す進捗バーが表示さ
れます。

インストールが完了すると次の出力が表示されます。

Uninstallation Complete.

■ 45ページの「サイレントモードを使用してHardware Management Packコンポーネ
ントをインストールする方法」

■ 24ページの「GUIモードを使用したコンポーネントのインストールとアンインス
トール」

■ 38ページの「コンソールモードを使用したコンポーネントのインストールまたは
アンインストール」

始める前に
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コンポーネントの手動インストール

このセクションでは、OSに固有のコマンドを使用して、Hardware Management Pack
コンポーネントをOracleサーバーに手動でインストールおよびアンインストールす
る方法について説明します。

このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 49ページの「Oracle Solarisサーバーでのコンポーネントの手動インストールおよ
びアンインストール」

■ 56ページの「Linuxサーバーでのコンポーネントの手動インストールおよびアン
インストール」

■ 61ページの「Windowsサーバーでのコンポーネントの手動インストールおよび
アンインストール」

Oracle Solarisサーバーでのコンポーネントの手動インス
トールおよびアンインストール

このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 49ページの「Oracle Solaris 10サーバーでのコンポーネントの手動インストールお
よびアンインストール」

■ 53ページの「Oracle Solaris 11サーバーでのコンポーネントの手動インストールお
よびアンインストール」

■ 55ページの「Oracle SolarisサーバーでHardware Management Packを手動で構成す
る方法」

Oracle Solaris 10サーバーでのコンポーネントの手
動インストールおよびアンインストール
このセクションでは、次のトピックについて説明します。

■ 50ページの「Oracle Solaris 10で使用可能なパッケージ」
■ 51ページの「コンポーネントをOracle Solaris 10サーバーに手動でインストール
する方法」
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■ 52ページの「コンポーネントをOracle Solaris 10サーバーから手動でアンインス
トールする方法」

Oracle Solaris 10で使用可能なパッケージ
このセクションには、Hardware Management Packに付属のパッケージに関する詳細が
記載されています。これらのパッケージのソフトウェアの依存関係については、71
ページの「ソフトウェアの依存関係」を参照してください。次のパッケージ
が、Oracle Solaris 10が稼働している Intel x86および SPARCアーキテク
チャーサーバーで使用可能です。

■ ORCLhmp-hwmgmt - Oracle Server Hardware Management Agents。
■ ORCLhmp-libs - Oracle Hardware Management Packに必要なライブラリ。
■ ORCLhmp-snmp - Oracle Server Hardware SNMP Plugins。
■ ORCLhmp-tools- Oracle Server CLIツール。
■ ELXocmcoreおよび EMLXemlxu - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一
部である、Emulexファイバチャネルのサポートおよびドライバ。

■ SUNWfirmwareflash - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部であ
る、InfiniBandホストチャネルアダプタ用のOracle Solaris汎用ファームウェアフ
ラッシュツール。

■ QConvergeConsoleCLI - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部であ
る、QLogicファイバチャネルホストバスアダプタのコマンド行インタフェース。

■ ipmiflash - IPMIflashユーティリティー。
■ ipmitool - IPMItoolユーティリティー。

注 – Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部であるQLogicファイバ
チャネルホストバスアダプタのコマンド行インタフェースは、以前は QLScliおよび
QLSclixとして提供されていました。

次のパッケージは、SPARCプロセッサアーキテクチャーサーバーのみにインス
トールできます。

■ ORCLhmp-uecm - CDC ECM USB-to-Ethernetドライバ。
■ ORCLhmp-zoningcli- 16ディスクバックプレーンを搭載したOracle SPARC T3-1
サーバー用のゾーン機能を設定するCLIツール。

次のパッケージは、Intelプロセッサアーキテクチャーサーバーのみにインストール
できます。

■ ORCLhmp-tools-biosconfig- Oracle Server CLIツール biosconfig。

Oracle Solaris 10で使用可能なパッケージ
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■ ORCLhmp-tools-ubiosconfig- Oracle Server CLIツール ubiosconfig。UEFI BIOSが搭
載されたサーバーのみと互換性があり、Hardware Management Packバージョン
2.2.1以降の一部です。

注 – Hardware Management Packバージョン 2.2.2では、ORCLhmp-tools-biosconfigは
Intelプロセッサアーキテクチャーマシン用の別個のパッケージですが、biosconfig

は SPARCプロセッサアーキテクチャーマシンでの ORCLhmp-toolsパッケージに属し
ています。

▼ コンポーネントをOracle Solaris 10サーバーに手動
でインストールする方法
■ Oracle Hardware Management PackインストーラでManagement Packコンポーネント
をインストールするには、管理者特権でシステムにログインする必要がありま
す。

■ Hardware Management Packをダウンロードして展開します。20ページの「ソフト
ウェアの入手」を参照してください。

この手順では、ファイルを展開するディレクトリを extract-directoryと記載しま
す。

■ インストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの依存
関係を満たす必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依存関
係」を参照してください。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムでは、pkgadd(1M)の制限によ
り、Hardware Management Packを展開するパスに空白を含めると、インストール
プロセスを続行できません。

■ システムに、QLogicまたは Emulexのテクノロジーを使用するアダプタが組み込
まれている場合、Hardware Management Packに付属の適切なサード
パーティーユーティリティーをインストールする必要があります。50ページ
の「Oracle Solaris 10で使用可能なパッケージ」を参照してください。

IPMItoolまたは IPMIflashのみをインストールする場合は、次の手順を参照してくださ
い。その他のHardware Management Packコンポーネントもインストールする場合
は、手順 3に進みます。

■ ipmiflashをインストールするには、次のコマンドを実行します。
pkgadd -d file:///extraction-directory/packages ipmiflash

■ ipmitoolをインストールするには、次のコマンドを実行します。
pkgadd -d file:///extraction-directory/packages ipmitool

始める前に
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競合するファイルのインストールを確認するプロンプトが表示された場合は、yと入
力してインストールを続行します。

インストールするHardware Management Packコンポーネントを決定します。
50ページの「Oracle Solaris 10で使用可能なパッケージ」を参照してください。

パッケージをインストールするには、次のコマンドを使用します。
pkgadd -d file:///extraction-directory/packages ORCLhmp-libs additional components

たとえば、Hardware Management Agentと SNMP Pluginsのみをインストールするに
は、次のようにします。

pkgadd -d file:///extraction-directory/packages
ORCLhmp-libs ORCLhmp-hwmgmt ORCLhmp-snmp

画面上の指示に従って、インストールを続行します。
選択したコンポーネントがインストールされます。

▼ コンポーネントをOracle Solaris 10サーバーから手
動でアンインストールする方法
■ Hardware Management Packコンポーネントを手動でアンインストールするに
は、root権限でシステムにログインする必要があります。

■ アンインストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの
依存関係を遵守する必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依
存関係」を参照してください。

■ アンインストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの
依存関係を遵守する必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依
存関係」を参照してください。

アンインストールするコンポーネントを決定します。50ページの「Oracle Solaris 10
で使用可能なパッケージ」を参照してください。

注 –

■ ORCLhmp-libsは、その他すべてのHardware Managementパッケージのアンインス
トール後にアンインストールする必要があります。

■ ORCLhmp-snmpは、ORCLhmp-hwmgmtのアンインストール前にアンインストールする
必要があります。

次のコマンドを実行します。
pkgrm package name(s)

2

3

4

5

始める前に
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たとえば、ハードウェアエージェントと SNMP Pluginsを削除するには、次のように
します。

pkgrm ORCLhmp-snmp ORCLhmp-hwmgmt

画面上のプロンプトに従って、アンインストールを完了します。

Oracle Solaris 11サーバーでのコンポーネントの手
動インストールおよびアンインストール
このセクションでは、次の項目について説明します。

■ 53ページの「Oracle Solaris 11で使用可能なパッケージ」
■ 54ページの「コンポーネントをOracle Solaris 11に手動でインストールする方
法」

■ 55ページの「コンポーネントをOracle Solaris 11サーバーから手動でアンインス
トールする方法」

Oracle Solaris 11で使用可能なパッケージ
このセクションには、Hardware Management Packに付属のパッケージに関する詳細が
記載されています。これらのパッケージのソフトウェアの依存関係については、71
ページの「ソフトウェアの依存関係」を参照してください。使用できるパッケージ
には、次のものがあります。

■ hmp-libs - Oracle Hardware Management Packに必要なライブラリ。
■ hmp-snmp - Oracle Server Hardware SNMP Plugins。
■ hmp-hwmgmt - Oracle Server Hardware Management Agents。
■ hmp-tools - Oracle Server CLIツール。
■ hmp-ipmiflash - IPMIflashユーティリティー。
■ hmp-ipmitool - IPMItoolユーティリティー。
■ hmp-tools-biosconfig - BIOS構成ユーティリティー
■ hmp-tools-ubiosconfig - UEFI BIOS構成ユーティリティー
■ hmp-zoningcli - 16ディスクバックプレーンを搭載したOracle SPARC T3-1
サーバー用のゾーン機能を設定するCLIツール。

■ ELXocmcoreおよび EMLXemlxu - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一
部である、Emulexファイバチャネルのサポートおよびドライバ。

■ QConvergeConsoleCLI - Hardware Management Packバージョン 2.2.6以降の一部であ
る、QLogicファイバチャネルホストバスアダプタのコマンド行インタフェース。

3
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注 – hmp-hwmgmtは、hmp-snmpのインストール前にインストールする必要があります。

Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部であるQLogicファイバチャネ
ルホストバスアダプタのコマンド行インタフェースは、以前は QLScliおよび QLSclix

として提供されていました。

▼ コンポーネントをOracle Solaris 11に手動でインス
トールする方法
■ Hardware Management Packコンポーネントを手動でインストールするには、root
権限でシステムにログインする必要があります。

■ Hardware Management Packをダウンロードして展開します。20ページの「ソフト
ウェアの入手」を参照してください。

この手順では、ファイルを展開するディレクトリを extract-directoryと記載しま
す。

■ インストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの依存
関係を満たす必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依存関
係」を参照してください。

■ Oracle Solarisオペレーティングシステムでは、pkgadd(1M)の制限によ
り、Hardware Management Packを展開するパスに空白を含めると、インストール
プロセスを続行できません。

■ システムに、QLogicまたは Emulexのテクノロジーを使用するアダプタが組み込
まれている場合、Hardware Management Packに付属の適切なサード
パーティーユーティリティーをインストールする必要があります。53ページ
の「Oracle Solaris 11で使用可能なパッケージ」を参照してください。

インストールするHardware Management Packコンポーネントを決定します。
53ページの「Oracle Solaris 11で使用可能なパッケージ」を参照してください。

使用可能なパッケージを一覧表示するには、次のようにします。
pkg list -g file:///extraction-directory/oracle-hmp-2.2.2-SunOS-5.11.p5p

パッケージをインストールするには、次のコマンドを使用します。
pkg install -g file:///extraction-directory/oracle-hmp-2.2.2-SunOS-5.11.p5p package-name

ここで、package-nameは、53ページの「Oracle Solaris 11で使用可能な
パッケージ」に一覧表示されている 1つ以上のパッケージです。

選択したパッケージがインストールされます。

始める前に
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▼ コンポーネントをOracle Solaris 11サーバーから手
動でアンインストールする方法
■ Hardware Management Packコンポーネントを手動でアンインストールするに
は、root権限でシステムにログインする必要があります。

■ アンインストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの
依存関係を遵守する必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依
存関係」を参照してください。

アンインストールするコンポーネントを決定します。53ページの「Oracle Solaris 11
で使用可能なパッケージ」を参照してください。

注 –

■ hmp-libsは、その他すべてのHardware Managementパッケージのアンインス
トール後にアンインストールする必要があります。

■ hmp-snmpは、hmp-hwmgmtのアンインストール前にアンインストールする必要があ
ります。

■ hmp-zoningcliは、Oracle Solaris OSが稼働している SPARCサーバーでのみ使用可
能です。

パッケージをアンインストールするには、次のコマンドを使用します。
pkg uninstall package-name

ここで、package-nameは、53ページの「Oracle Solaris 11で使用可能な
パッケージ」に一覧表示されているパッケージの 1つです。

▼ Oracle SolarisサーバーでHardware Management
Packを手動で構成する方法
構成する機能に適したコマンドを実行します。

■ Oracle Server Management Agentsがインストールされている場合は、次のコマンド
を使用してHardware Management Agentを再起動します。
/usr/sbin/svcadm disable hwmgmtd

/usr/sbin/svcadm enable hwmgmtd

■ Oracle Hardware SNMP Pluginsがインストールされている場合は、SNMPデーモンを
再起動します。
Oracle Solaris 10 OSでは、次のコマンドを使用します。
/usr/sbin/svcadm restart sma

始める前に
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Oracle Solaris 11 OSでは、次のコマンドを使用します。

/usr/sbin/svcadm restart net-snmp

■ ホストと ILOMの相互接続をサポートするサーバーに itpconfigがインストールされ
ている場合、次の手順を使用してホストと ILOMの相互接続を有効にします。

a. 次のコマンドを使用して、サーバーのOracle ILOMサービスプロセッサでこの
機能がサポートされていることを確認します。
/opt/sun-ssm/bin/itpconfig list interconnect

SUBCOMMAND NOT SUPPORTED が開いた場合、この機能はサーバーでサポートされ
ていません。

b. Oracle Solaris OS 10 10/09に usbecmドライバをインストールします。
pkgadd -d /extraction-directory/packages ORCLhmp-drvs

c. 次のいずれかを実行します。

■ 相互接続を自動的に有効にする場合は、次のコマンドを使用します。
/opt/sun-ssm/bin/itpconfig enable interconnect

これは、相互接続を構成するための優先される方法です。

■ 相互接続を手動で有効にする場合は、次のコマンドを使用します。
/opt/sun-ssm/bin/itponfig enable interconnect --ipaddress=x.x.x.x

--netmask=x.x.x.x --hostipaddress=x.x.x.x

Linuxサーバーでのコンポーネントの手動インストール
およびアンインストール

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 56ページの「Linuxで使用可能なパッケージ」
■ 57ページの「コンポーネントを Linuxサーバーにインストールする方法」
■ 59ページの「コンポーネントを Linuxサーバーからアンインストールする方法」
■ 59ページの「インストール後にソフトウェアを構成する方法」

Linuxで使用可能なパッケージ
Hardware Management Packのダウンロードには、手動でコンポーネントをインス
トールするために使用できるパッケージが含まれています。これらのパッケージの
ソフトウェアの依存関係については、71ページの「ソフトウェアの依存関係」を参
照してください。次のリストに、これらのパッケージの名前の概要を示します。

Linuxサーバーでのコンポーネントの手動インストールおよびアンインストール
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■ hmp-libs - Oracle Hardware Management Packに必要なライブラリ。
■ hmp-snmp - Oracle Server Hardware SNMP Plugins。
■ hmp-hwmgmt - Oracle Server Hardware Management Agents。
■ hmp-tools - Oracle Server CLIツール。
■ hmp-tools-biosconfig- Oracle Server CLIツール biosconfig。
■ hmp-tools-ubiosconfig- Oracle Server CLIツール ubiosconfig。UEFI BIOSが搭載さ
れたサーバーのみと互換性があり、Hardware Management Packバージョン 2.2.1以
降の一部です。

■ ipmiflash - IPMIflashユーティリティー。
■ ipmitool - IPMItoolユーティリティー。
■ elxocmcore - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部であ
る、Emulexファイバチャネルのサポートおよびドライバ。

■ QConvergeConsoleCLI - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部であ
る、QLogicファイバチャネルホストバスアダプタのコマンド行インタフェース。

■ mstflint - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部である、Mellanox
InfiniBandホストチャネルアダプタのファームウェア書き込みおよび診断
ツール。

パッケージのファイル名の形式は通常次のとおりです。

component-version.distribution.architecture.rpm

ここでは:
■ componentは、上述のいずれかのコンポーネント名です。
■ versionは、ソフトウェアのバージョン番号です。
■ distributionは、el4、el5、el6、ovm3、sl10、または s11のいずれかです。
■ architectureは i386 (32ビット)または x86_64 (64ビット)のいずれかです。

たとえば、Oracle Enterprise Linux 5 32ビット版の場合、Hardware Management Pack
バージョン 2.2.1 CLIツールのファイル名は次のとおりです。

oracle-hmp-tools-2.2.1-1.el5.i386.rpm

▼ コンポーネントを Linuxサーバーにインストール
する方法
■ Hardware Management Packコンポーネントを手動でインストールするには、root
権限でシステムにログインする必要があります。

■ Hardware Management Packをダウンロードして展開します。20ページの「ソフト
ウェアの入手」を参照してください。

始める前に
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この手順では、ファイルを展開するディレクトリを extract-directoryと記載しま
す。

■ インストールを正常に行うには、Hardware Management Packのパッケージの依存
関係を満たす必要があります。詳細は、71ページの「ソフトウェアの依存関
係」を参照してください。

■ システムに、QLogic、Emulex、またはMellanoxのテクノロジーを使用するアダプ
タが組み込まれている場合、Hardware Management Packに付属の適切なサード
パーティーユーティリティーをインストールする必要があります。56ページ
の「Linuxで使用可能なパッケージ」を参照してください。

■ これらの説明はOracle VMにも適用されます。

ipmitoolまたは ipmiflashのみをインストールする場合は、次の手順を参照してくだ
さい。その他のHardware Management Packコンポーネントもインストールする場合
は、手順 3に進みます。

■ ipmiflashをインストールするには、次のコマンドを実行します。
rpm -i /extraction-directory/packages/ipmiflash*.rpm

■ ipmitoolをインストールするには、次のコマンドを実行します。
rpm -i /extraction-directory/packages/ipmitool*.rpm

例:

rpm -i extraction-directory/packages/ipmi*rpm

デフォルトでは、インストール後に出力は開きません。

インストールするHardware Management Packコンポーネントを決定します。
インストールできるパッケージの概要については、56ページの「Linuxで使用可能な
パッケージ」を参照してください。

注 –すべてのパッケージで oracle-hmp-libsを一緒にインストールする必要がありま
す。oracle-hmp-snmpをインストールする場合は、oracle-hmp-hwmgmtもインストール
する必要があります。

次のコマンドを使用してパッケージをインストールします。
rpm -i /extraction-directory/packages/
oracle-hmp-libs*.rpm additional components

たとえば、Hardware Management Agentと SNMP Pluginsのみをインストールするに
は、次のようにします。

rpm -i /extraction-directory/packages/oracle-hmp-libs*rpm
/extraction-directory/packages/oracle-hmp-hwmgmt*rpm
/extraction-directory/packages/oracle-hmp-snmp*rpm
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デフォルトでは、出力は開きません。

▼ コンポーネントを Linuxサーバーからアンインス
トールする方法

アンインストールするコンポーネントを決定します。

アンインストールできるパッケージの概要については、56ページの「Linuxで使用可
能なパッケージ」を参照してください。

注 – oracle-hmp-libsは、その他すべてのパッケージのアンインストール後にアンイ
ンストールする必要があります。oracle-hmp-snmpをアンインストールする場合
は、oracle-hmp-hwmgmtもアンインストールする必要があります。

次のコマンドを実行します。
rpm -e package name(s)

たとえば、ハードウェアエージェントと SNMP Pluginsを削除するには、次のように
します。

rpm -e oracle-hmp-snmp oracle-hmp-hwmgmt

デフォルトでは、出力は開きません。

▼ インストール後にソフトウェアを構成する方法

構成する機能に適したコマンドを実行します。

■ oracle-hmp-hwmgmtをインストールした場合は、次のコマンドを使用してHardware
Management Agentを有効にし、起動します。
/sbin/chkconfig hwmg/usr/bmtd on

/sbin/service hwmgmtd start

■ oracle-hmp-snmpをインストールした場合は、次のコマンドを使用して SNMP
デーモンを有効にし、起動します。

a. SNMPデーモンを有効にするには、次のコマンドを実行します。
/sbin/chkconfig snmpd on
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b. デーモンが実行中かどうかを判別するには、次のコマンドを実行します。
/sbin/service snmpd status

■ snmpdが実行中の場合は、次のコマンドを入力して再起動します。
/sbin/service snmpd restart

■ snmpdが実行中でない場合は、次のコマンドを入力して起動します。
/sbin/service snmpd start

■ oracle-hmp-toolsをインストールした場合は、次の手順を使用してホストと ILOM
の相互接続を有効にします。

a. 次のコマンドを使用して、システムサービスプロセッサでこの機能がサポート
されていることを確認します。
/usr/sbin/ilomconfig list interconnect

SUBCOMMAND NOT SUPPORTED が開いた場合、この機能はサービスプロセッサでサ
ポートされていません。

b. 次のいずれかを実行します。

■ 相互接続を自動的に有効にする場合は、次のコマンドを使用します。
/usr/sbin/ilomconfig enable interconnect

これは、相互接続を構成するための優先される方法です。

■ 相互接続を手動で有効にする場合は、次のコマンドを使用します。
/usr/sbin/ilomconfig enable interconnect --ipaddress=x.x.x.x
--netmask=x.x.x.x --hostipaddress=x.x.x.x

■ oracle-hmp-toolsをインストールした場合は、IPMIドライバがまだ実行されてい
なければ起動します。

a. 次のコマンドを実行して、IPMItoolが実行中かどうかを確認します。
/sbin/service ipmi status

b. IPMItoolが実行中でない場合は、次のコマンドを入力して起動します。
/etc/init.d/ipmi start

Linuxで使用可能なパッケージ
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Windowsサーバーでのコンポーネントの手動インス
トールおよびアンインストール

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 61ページの「Windowsで使用可能なパッケージ」
■ 62ページの「コンポーネントをWindowsサーバーにインストールする方法」
■ 63ページの「コンポーネントをWindowsサーバーからアンインストールする方
法」

■ 64ページの「インストール後にソフトウェアを構成する方法」

Windowsで使用可能なパッケージ
Hardware Management Packのダウンロードには、手動でコンポーネントをインス
トールするために使用できるパッケージが含まれています。次のリストに、これら
のパッケージの名前の概要を示します。

■ hmp-libs - Oracle Hardware Management Packに必要なライブラリ。
■ hmp-snmp - Oracle Server Hardware SNMP Plugins。
■ hmp-agents - Oracle Server Hardware Management Agents。
■ hmp-tools - Oracle Server CLIツール。
■ hmp-tools-biosconfig- Oracle Server CLIツール biosconfig。

■ hmp-tools-ubiosconfig- Oracle Server CLIツール ubiosconfig。UEFI BIOSが搭載さ
れたサーバーのみと互換性があり、Hardware Management Packバージョン 2.2.1以
降の一部です。

■ ipmiflash - IPMIflashユーティリティー。
■ ipmitool - IPMItoolユーティリティー。
■ elxocmcore - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部であ
る、Emulexファイバチャネルのサポートおよびドライバ。

■ scli - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部であるQLogicファイ
バチャネルホストバスアダプタのコマンド行インタフェース。

■ mstflint - Hardware Management Packバージョン 2.2.1以降の一部である、Mellanox
InfiniBandホストチャネルアダプタのファームウェア書き込みおよび診断
ツール。

Windowsで使用可能なパッケージ
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▼ コンポーネントをWindowsサーバーにインス
トールする方法
■ Windows Server 2003 SP2以前では、ISMドライバをインストールする必要があり
ます。65ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1のインストール」を参
照してください。

■ Windows Server 2003 R2以降用のMicrosoft IPMIドライバについては、http://

msdn.microsoft.com/en-us/library/aa391402(VS.85).aspxを参照してください。

■ SNMPサービス (SNMPエージェントをインストールする場合)。詳細は、http://

msdn.microsoft.com/en-us/library/aa379100(VS.85).aspxを参照してください。

■ システムに、QLogic、Emulex、またはMellanoxのテクノロジーを使用するアダプ
タが組み込まれている場合、Hardware Management Packに付属の適切なサード
パーティーユーティリティーをインストールする必要があります。61ページ
の「Windowsで使用可能なパッケージ」を参照してください。

Hardware Management Packをダウンロードして展開します。

以降の手順では、ファイルを展開するディレクトリを extraction-directoryと記載しま
す。

ipmitoolまたは ipmiflashのみをインストールする場合は、次の手順を参照してくだ
さい。その他のHardware Management Packコンポーネントもインストールする場合
は、手順 4に進みます。

■ ipmiflashをインストールするには、次の手順を実行します。

a. 次のコマンドを実行します。
C:\> msiexec /i \extraction-directory\package\ipmiflash*.msi

インストールGUIが開きます。

b. 各インストール画面をクリックして進み、ipmiflashをインストールします。

■ ipmitoolをインストールするには、次の手順を実行します。

a. 次のコマンドを実行します。
C:\> msiexec /i \extraction-directory\packages\ipmitool*.msi

b. 各インストール画面をクリックして進み、ipmitoolをインストールします。

インストールするHardware Management Packコンポーネントを決定します。
61ページの「Windowsで使用可能なパッケージ」を参照してください。

始める前に
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注 –すべての oracle-hmpパッケージで oracle-hmp-libsを一緒にインストールする必
要があります。

パッケージをインストールするには、次のコマンドを使用します。
C:\>msiexec /i \extraction-directory\packages\oracle-hmp-libs*msi

C:\>msiexec /i \extraction-directory\packages\other components

たとえば、Hardware Management Agentと SNMP Pluginsのみをインストールするに
は、次のようにします。
C:\>msiexec /i \extraction-directory\packages\oracle-hmp-libs*msi

C:\>msiexec /i \extraction-directory\packages\oracle-hmp-agents*msi

インストールするよう選択したパッケージ用のGUIインストール画面が表示されま
す。

パッケージをインストールするには、各インストール画面をクリックして進みま
す。

▼ コンポーネントをWindowsサーバーからアンイン
ストールする方法

アンインストールするコンポーネントを決定します。61ページの「Windowsで使用
可能なパッケージ」を参照してください。

次のコマンドを実行します。
msiexec /x \extraction-directory\packages\package name(s)

たとえば、ハードウェアエージェントと SNMP Pluginsを削除するには、次のように
します。

msiexec /x \extraction-directory\packages\oracle-hmp-agents*msi

アンインストールGUIが開きます。

パッケージをアンインストールするには、各アンインストール画面をクリックして
進みます。
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▼ インストール後にソフトウェアを構成する方法
構成する機能に適したコマンドを実行します。

■ oracle-hmp-hwmgmtをインストールした場合は、次のコマンドを使用してHardware
Management Agentを起動します。
C:\>net start "Oracle Server Hardware Management Agent"

■ oracle-hmp-snmpをインストールした場合は、次のコマンドを使用して SNMP
デーモンを起動します。
C:\> net stop SNMP

C:\> net start SNMP

■ oracle-hmp-toolsをインストールした場合は、次の手順を使用してホストと ILOM
の相互接続を有効にします。

a. 次のコマンドを使用して、システムサービスプロセッサでこの機能がサポート
されていることを確認します。
C:\> ProgramFiles(x86)>\Oracle\Oracle Hardware Management Pack\bin\

ilomconfig list interconnect

SUBCOMMAND NOT SUPPORTED が開いた場合、この機能はサービスプロセッサでサ
ポートされていません。

b. RNDISドライバをインストールします。

■ 32ビットシステムの場合:
C:\> \extraction-directory\drivers\rndis\32\installrndis ..\USB2SP.INF

■ 64ビットシステムの場合:
C:\> \extraction-directory\drivers\rndis\64\installrndis\ ..\USB2SP.INF

c. 次のいずれかを実行します。

■ 相互接続を自動的に有効にする場合は、次のコマンドを使用します。
C:\> ProgramFiles(x86)\Oracle\Oracle Hardware Management Pack\bin\

ilomconfig enable interconnect

これは、相互接続を構成するための優先される方法です。

■ 相互接続を手動で有効にする場合は、次のコマンドを使用します。
C:\> ProgramFiles(x86)\Oracle\Oracle Hardware Management Pack\bin\

ilomconfig enable interconnect --ipaddress=x.x.x.x

--netmask=x.x.x.x --hostipaddress=x.x.x.x

●
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ドライバの手動インストール

このセクションでは、ドライバを手動でインストールして、IPMItoolおよびホスト
と ILOMの相互接続機能を有効にする方法について説明します。

このセクションは、次のトピックで構成されています。

■ 65ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1のインストール」
■ 68ページの「ホストと ILOMの相互接続ドライバのインストール」

Sun IPMI System Management Driver 2.1のインストール

注 –このドライバが必要かどうかを判断するには、19ページの「Oracle Hardware
Management Packインストーラを使用したコンポーネントのインストール」のOSサ
ポート表を参照してください。

Sun IPMI System Management Driver 2.1を使用すると、内部のキーボードコントローラ
ススタイル (Keyboard Controller Style、KCS)インタフェースを介して、Microsoft
WindowsホストオペレーティングシステムとOracle ILOMサービスプロセッサの間で
通信を行えます。このドライバは、Microsoft Windows Server 2003 SP2以前で必要で
す。

それよりあとのOSバージョン (Microsoft Windows Server 2003 R2を含む)では、OSの
ハードウェア管理モジュールに含まれるMicrosoft製の IPMIドライバが同じ機能を提
供します。

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 66ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1を手動でインストールする方
法」

■ 67ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1の無人インストールを実行す
る方法」

■ 68ページの「ipmitoolのインストールを確認する方法」
■ 68ページの「Sun IPMI System Management Driver 2.1をアンインストールする方
法」
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▼ Sun IPMI System Management Driver 2.1を手動でイ
ンストールする方法
Sun IPMI System Management Driver 2.1は、ダウンロードしたHardware Management
Packの driversディレクトリにあります。Microsoft Windows Server 2003 SP2以前に対
して Sun IPMI System Management Driver 2.1をインストールするには、次の手順に従
います。

次のようにして、このドライバの前のバージョンをアンインストールします。

a. 「マイコンピュータ」を右クリックし、「プロパティ」を選択します。

b. 「ハードウェア」タブを選択し、「デバイスマネージャ」をクリックします。

c. 「システムデバイス」セクションを展開します。

d. 「SUN IPMI System Management Driver」を探し、この項目を右クリックします。

e. 「アンインストール」を選択し、削除を確認します。

「コントロールパネル」を開き、「ハードウェアの追加」を選択します。

「次へ」をクリックします。

「はい、ハードウェアを接続しています」を選択し、「次へ」をクリックします。

表示された一覧から「新しいハードウェアデバイスの追加」を選択し、「次へ」を
クリックします。

「一覧から選択したハードウェアをインストールする」を選択し、「次へ」をク
リックします。

「システムデバイス」を選択し、「次へ」をクリックします。

ism.infファイルが格納されているファイルシステムの場所を指定するに
は、「ディスク使用」タブをクリックします。

extraction-directory\oracle-hmp-version\drivers\ism\ディレクトリに移動し、オペ
レーティングシステムに応じて 32ビットまたは 64ビットのドライバを選択します。

「OK」をクリックし、ドライバをインストールします。
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▼ Sun IPMI System Management Driver 2.1の無人イン
ストールを実行する方法
このセクションでは、Microsoft Windows Server 2003 SP2以前に対して Sun IPMI System
Management Driver 2.1の無人 (ユーザーの操作を必要としない)インストールを実行す
る方法について説明します。Sun IPMI System Management Driver 2.1は、ダウンロード
したHardware Management Packの driversディレクトリにあります。

正しい ism.ifファイルが格納されているディレクトリに移動します。

■ 32ビットドライバの場合:

cd \extraction-directory\oracle-hmp-version\drivers\ism\32
■ 64ビットドライバの場合:

cd \extraction-directory\oracle-hmp-version\drivers\ism\64

管理者のコマンドシェル (DOS)から、次のコマンドを実行します。

isminst load ism.inf *ism

署名されていないドライバのインストールを確認する画面が開く場合があります。

「はい」をクリックし、ドライバをインストールします。
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▼ ipmitoolのインストールを確認する方法
正しい ism.ifファイルが格納されているディレクトリに移動します。

■ 32ビットドライバの場合:
cd \extraction-directory\oracle-hmp-version\drivers\ism\32

■ 64ビットドライバの場合:
cd \extraction-directory\oracle-hmp-version\drivers\ism\64

ステータスを取得するには、次のコマンドを実行します。
isminst.exe status *ism

次の出力が表示されます。

ROOT\SYSTEM\0003: SUN IPMI System Management Driver v2.3 Driver is running.

ドライバが実行されていない場合は、次の出力が表示されます。

No matching devices found.

▼ Sun IPMI System Management Driver 2.1をアンイン
ストールする方法

正しい ism.ifファイルが格納されているディレクトリに移動します。

■ 32ビットドライバの場合:
cd \extraction-directory\oracle-hmp-version\drivers\ism\32

■ 64ビットドライバの場合:
cd \extraction-directory\oracle-hmp-version\drivers\ism\64

次のコマンドを実行します。
isminst remove *ism

ホストと ILOMの相互接続ドライバのインストール
このセクションで説明するドライバは、WindowsシステムまたはOracle Solaris OS 10
10/09システムで ilomconfigを使用してホストと ILOMの相互接続を手動で構成する
場合、または ILOMインタフェースを使用してローカルホスト相互接続を手動で構
成する場合にインストールする必要があります。

次の場合は、このドライバをインストールする必要はありません。
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■ 19ページの「Oracle Hardware Management Packインストーラを使用したコン
ポーネントのインストール」の手順を使用してOracle Hardware Management Pack
をインストールし、インストール中にホストと ILOMの相互接続を有効にした場
合。

■ 49ページの「コンポーネントの手動インストール」の手動による手順を使用して
Oracle Hardware Management Packをインストールし、ホストと ILOMの相互接続
機能をインストールするように選択した場合。

■ Linuxオペレーティングシステム、またはOracle Solaris OS 10 10/09以外の
バージョンの Solarisを実行している場合 (Oracle Solaris OS 10 9/10にはドライバが
付属していますが、Oracle Solaris OS 10 5/09ではこの機能はサポートされていませ
ん)。

このセクションでは、次の手順について説明します。

■ 69ページの「ホストと ILOMの相互接続ドライバをOracle Solarisサーバーにイン
ストールする方法」

■ 70ページの「ホストと ILOMの相互接続ドライバをOracle Solarisサーバーからア
ンインストールする方法」

■ 70ページの「セキュリティー証明書をWindowsサーバーでインポートする方
法」

■ 70ページの「ホストと ILOMの相互接続ドライバをWindowsサーバーにインス
トールする方法」

▼ ホストと ILOMの相互接続ドライバをOracle Solaris
サーバーにインストールする方法

次のコマンドを使用して、システムでOracle Solaris OS 10 10/09が実行されていること
を確認します。
cat /etc/release

Management Packディストリビューションのpackageディレクトリに移動します。
cd /extraction-directory/oracle-hmp-version/package

次のコマンドを使用して、ドライバをインストールします。

pkgadd -d .ORCLhmp-drvs
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▼ ホストと ILOMの相互接続ドライバをOracle Solaris
サーバーからアンインストールする方法

Management Packディストリビューションのpackageディレクトリに移動します。
cd /extraction-directory/oracle-hmp-version/package

次のコマンドを使用して、ドライバをアンインストールします。

pkgrm ORCLhmp-drvs

▼ セキュリティー証明書をWindowsサーバーでイン
ポートする方法
セキュリティー証明書によって、ホストと ILOMの相互接続ドライバをWindows
サーバーで確実にインストールして有効にできます。セキュリティー証明書がイン
ポートされていない場合、インストール中に署名されていないドライバのエラーが
表示されます。この署名されていないドライバのエラーによって、コンソール
モードを使用してManagement Packをインストールできないことがあります。

次のコマンドを実行します。
certutil -f -addstore TrustedPublisher extraction-directory\drivers\rndis\USB2SP.CAT

▼ ホストと ILOMの相互接続ドライバをWindows
サーバーにインストールする方法
ホストと ILOMの相互接続ドライバをコンソールモードでWindowsサーバーにイン
ストールする前に、セキュリティー証明書をインストールする必要があります。

Windowsのアーキテクチャーに応じて、次のいずれかのコマンドを実行します。

■ 32ビットシステムの場合:
\extraction-directory\drivers\rndis\32\installrndis ..\USB2SP.INF

■ 64ビットシステムの場合:
\extraction-directory\drivers\rndis\64\installrndis\ ..\USB2SP.INF

ドライバが署名されていないという警告が表示されることがありますが、これは無
視できます。
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ソフトウェアの依存関係

このセクションには、サポートされる各オペレーティングシステムにおける
Hardware Management Packコンポーネントのソフトウェアの依存関係に関する詳細が
記載されています。コンポーネントをインストールする前に、これらの依存関係を
満たす必要があります。パッケージのインストールの詳細は、オペレーティングシ
ステムのドキュメントを参照してください。

コンポーネントパッケージの依存関係
次の表に、Oracle Solaris 10が稼働するサーバーでのHardware Management Packコン
ポーネントのパッケージの依存関係を示します。

コンポーネント 依存関係

ipmiflash SUNWcslr SUNWopenssl-libraries SUNWcry SUNWlibmsr SUNWzlib

ipmitool SUNWlibmsr SUNWcslr SUNWopenssl-libraries SUNWcry

ORCLhmp-hwmgmt SUNWcslr SUNWgccruntime SUNWlibmsr SUNWlxml

SUNWopenssl-libraries SUNWzlib SUNWcry ORCLhmp-libs

ORCLhmp-libs SUNWcslr SUNWgccruntime SUNWlibmsr SUNWopenssl-libraries

SUNWlxml SUNWzlib SUNWcry

ORCLhmp-snmp SUNWlibmsr SUNWcslr SUNWgccruntime ORCLhmp-hwmgmt

ORCLhmp-tools SUNWopenssl-libraries SUNWlxml SUNWlibmsr SUNWcslr

SUNWgccruntime SUNWzlib SUNWcry ORCLhmp-libs

ORCLhmp-tools-biosconfig SUNWcsl SUNWcslr SUNWlibmsr

ORCLhmp-tools-ubiosconfig SUNWlxml SUNWlibmsr SUNWcslr SUNWopenssl-libraries SUNWzlib

SUNWcry

ORCLhmp-libs

QConvergeConsoleCLI (x86) SUNWcfcl SUNWcsl SUNWcslr SUNWcsr SUNWdpl SUNWlibms SUNWlibmsr

QConvergeConsoleCLI

(SPARC)
SUNWbcp SUNWcfcl SUNWcsl SUNWcslr SUNWcsr SUNWdpl SUNWlibms

SUNWlibmsr
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コンポーネント 依存関係

ELXocmcore SUNWcslr SUNWcfcl SUNWlibmsr

次の表に、Oracle Solaris 11が稼働するサーバーでのHardware Management Packコン
ポーネントのパッケージの依存関係を示します。

コンポーネント 依存関係

ipmitool math openssl

hmp-ipmiflash library openssl math

hmp-libs library linker math gcc-45-runtime openssl libxml2 hmp-libs zlib

gcc-3-runtime

hmp-hwmgmt hmp-libs library gcc-45-runtime math libxml2 linker openssl zlib

hmp-snmp hmp-libs hmp-hwmgmt math gcc-45-runtime net-snmp

hmp-tools hmp-libs

hmp-tools-biosconfig hmp-libs xsvc gcc-45-runtime

hmp-tools-ubiosconfig hmp-libs

QConvergeConsoleCLI

(x86)
library math snia-hbaapi linker

QConvergeConsoleCLI

(SPARC)
profiled-libc SUNWcs library math hbaapi

次の表に、Oracle Unbreakable Linux 4.xまたはRed Hat Enterprise Linux 4.xが稼働する
サーバーでのHardware Management Packコンポーネントのパッケージの依存関係を
示します。

コンポーネント 依存関係

ipmiflash e2fsprogs glibc krb5-libs zlib

ipmitool e2fsprogs glibc krb5-libs ncurses readline zlib

mstflint libgcc glibc libstdc++ zlib

oracle-hmp-hwmgmt glibc libxml2 zlib e2fsprogs libaio krb5-libs net-snmp

oracle-hmp-libs

oracle-hmp-snmp glibc net-snmp oracle-hmp-hwmgmt

oracle-hmp-tools e2fsprogs glibc libaio krb5-libs libxml2 zlib oracle-hmp-libs

コンポーネントパッケージの依存関係
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コンポーネント 依存関係

oracle-hmp-tools-biosconfig glibc

oracle-hmp-tools-ubiosconfig e2fsprogs glibc libaio krb5-libs libxml2 zlib oracle-hmp-libs

oracle-hmp-libs glibc zlib libaio e2fsprogs krb5-libs libxml2 libgcc libstdc++

OpenIPMI

次の表に、Oracle Enterprise Linux 5.xまたはRed Hat Enterprise Linux 5.xが稼働する
サーバーでのHardware Management Packコンポーネントのパッケージの依存関係を
示します。

コンポーネント 依存関係

elxocmcore glibc libnl elxocmcore libgcc libhbaapi-devel libstdc++ openssl

libselinux libsepol tcp_wrappers bzip2-libs elfutils-libelf

net-snmp-libs nspr popt rpm-libs lm_sensors sqlite libsysfs

zlib perl e2fsprogs-libs keyutils-libs krb5-libs

ipmiflash openssl glibc zlib

ipmitool openssl glibc ncurses readline zlib

mstflint glibc libgcc libstdc++ zlib

oracle-hmp-hwmgmt glibc openssl libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs

oracle-hmp-libs glibc zlib libaio openssl libxml2 libgcc libstdc++ OpenIPMI

oracle-hmp-snmp glibc net-snmp oracle-hmp-hwmgmt

oracle-hmp-tools openssl glibc libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs

oracle-hmp-tools-biosconfig glibc

oracle-hmp-tools-ubiosconfig openssl glibc libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs

QConvergeConsoleCLI (32
ビット版)

glibc libhbaapi-devel

QConvergeConsoleCLI (64
ビット版)

glibc e2fsprogs-libs libgcc keyutils-libs libselinux libsepol

libhbaapi-devel krb5-libs libstdc++

次の表に、Oracle Linux 6.xまたはRed Hat Enterprise Linux 6.xが稼働するサーバーでの
Hardware Management Packコンポーネントのパッケージの依存関係を示します。
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コンポーネント 依存関係

elxocmcore glibc libnl libgcc libhbaapi-devel libstdc++ libacl libattr

bzip2-libs libcap db4 nss-softokn-freebl nspr popt libselinux

tcp_wrappers-libs zlib openssl elfutils-libelf lua xz-libs

net-snmp-libs nss-util rpm-libs lm_sensors-libs perl-libs

ipmiflash glibc zlib openssl

ipmitool glibc ncurses-libs readline zlib openssl

mstflint glibc libgcc zlib libstdc++

oracle-hmp-hwmgmt glibc zlib libxml2 libaio openssl oracle-hmp-libs

policycoreutils policycoreutils-python

oracle-hmp-libs glibc zlib libaio openssl libxml2 libgcc libstdc++ OpenIPMI

oracle-hmp-snmp glibc net-snmp oracle-hmp-hwmgmt

oracle-hmp-tools libaio glibc zlib openssl libxml2 oracle-hmp-libs

oracle-hmp-tools-biosconfig glibc

oracle-hmp-tools-ubiosconfig libaio glibc zlib openssl libxml2

QConvergeConsoleCLI (32
ビット版)

glibc nss-softokn-freebl

QConvergeConsoleCLI (64
ビット版)

glibc libcom_err nss-softokn-freebl libgcc krb5-libs

keyutils-libs libselinux libstdc++

次の表に、Oracle VM 3.0.2またはOracle VM 3.1.1が稼働するサーバーでのHardware
Management Packコンポーネントのパッケージの依存関係を示します。

コンポーネント 依存関係

elxocmcore glibc libnl elxocmcore libgcc libhbaapi-devel libstdc++ openssl

libselinux libsepol tcp_wrappers bzip2-libs elfutils-libelf

net-snmp-libs nspr popt rpm-libs lm_sensors sqlite libsysfs

zlib perl e2fsprogs-libs keyutils-libs krb5-libs

ipmiflash openssl glibc zlib

ipmitool openssl glibc ncurses readline zlib

mstflint glibc libgcc libstdc++ zlib

oracle-hmp-hwmgmt glibc openssl libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs lm_sensors

net-snmp net-snmp-libs perl

oracle-hmp-snmp glibc net-snmp oracle-hmp-hwmgmt lm_sensors net-snmp

net-snmp-libs perl

コンポーネントパッケージの依存関係
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コンポーネント 依存関係

oracle-hmp-libs glibc zlib libaio openssl libxml2 libgcc libstdc++

oracle-hmp-tools openssl glibc libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs

oracle-hmp-tools-biosconfig glibc

oracle-hmp-tools-ubiosconfig openssl glibc libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs

QConvergeConsoleCLI glibc e2fsprogs-libs libgcc keyutils-libs libselinux libsepol

krb5-libs libstdc++

注 –必須の lm_sensors、net-snmp、net-snmp-libs、および perlパッケージは、Oracle
Linux 5 x86 64のインストールメディアから入手可能です。

次の表に、Oracle VM 3.2.1が稼働するサーバーでのHardware Management Packコン
ポーネントのパッケージの依存関係を示します。

コンポーネント 依存関係

elxocmcore glibc libnl elxocmcore libgcc libhbaapi-devel libstdc++ openssl

libselinux libsepol tcp_wrappers bzip2-libs elfutils-libelf

net-snmp-libs nspr popt rpm-libs lm_sensors sqlite libsysfs

zlib perl e2fsprogs-libs keyutils-libs krb5-libs

ipmiflash openssl glibc zlib

ipmitool openssl glibc ncurses readline zlib

mstflint glibc libgcc libstdc++ zlib

oracle-hmp-hwmgmt glibc openssl libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs

oracle-hmp-snmp glibc net-snmp oracle-hmp-hwmgmt

oracle-hmp-libs glibc zlib libaio openssl libxml2 libgcc libstdc++

oracle-hmp-tools openssl glibc libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs

oracle-hmp-tools-biosconfig glibc

oracle-hmp-tools-ubiosconfig openssl glibc libaio libxml2 zlib oracle-hmp-libs

QConvergeConsoleCLI glibc e2fsprogs-libs libgcc keyutils-libs libselinux libsepol

krb5-libs libstdc++

次の表に、SUSE Linux Enterprise Server 10.xが稼働するサーバーでのHardware
Management Packコンポーネントのパッケージの依存関係を示します。

コンポーネントパッケージの依存関係

75



コンポーネント 依存関係

ipmiflash glibc openssl

ipmitool glibc ncurses readline openssl

oracle-hmp-hwmgmt glibc zlib libxml2 libaio openssl oracle-hmp-libs

oracle-hmp-libs glibc libaio zlib openssl libxml2 libgcc libstdc++

OpenIPMI

oracle-hmp-snmp glibc net-snmp oracle-hmp-hwmgmt

oracle-hmp-tools glibc zlib libaio openssl libxml2 oracle-hmp-libs

oracle-hmp-tools-biosconfig glibc

oracle-hmp-tools-ubiosconfig glibc zlib libaio openssl libxml2 oracle-hmp-libs

QConvergeConsoleCLI glibc libcom_err libgcc krb5 libstdc++

次の表に、SUSE Linux Enterprise Server 11.xが稼働するサーバーでのHardware
Management Packコンポーネントのパッケージの依存関係を示します。

コンポーネント 依存関係

ipmiflash glibc zlib libopenssl0_9_8

ipmitool glibc libncurses5 libreadline5 zlib libopenssl0_9_8

oracle-hmp-hwmgmt glibc zlib libxml2 libaio libopenssl0_9_8 oracle-hmp-libs

oracle-hmp-libs glibc libaio zlib libopenssl0_9_8 libxml2 libgcc43

libstdc++43 OpenIPMI

oracle-hmp-snmp glibc net-snmp oracle-hmp-hwmgmt

oracle-hmp-tools libaio glibc zlib libopenssl0_9_8 libxml2 oracle-hmp-libs

oracle-hmp-tools-biosconfig glibc

oracle-hmp-tools-ubiosconfig libaio glibc zlib libopenssl0_9_8 libxml2 oracle-hmp-libs

QConvergeConsoleCLI glibc libcom_err2 libgcc43 keyutils-libs krb5 libstdc++43

コンポーネントパッケージの依存関係
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